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防
衛
大
学
校
は
、
幹
部
自
衛
官
を
育

成
す
る
日
本
で
唯
一
の
大
学
教
育
機
関

で
す
。
一
般
大
学
と
同
じ
４
年
制
で
卒

業
時
に
は
専
攻
に
応
じ
た
学
位
（
学
士
）

が
授
与
さ
れ
ま
す
。
学
生
は
人
文
社
会

科
学
、
理
工
学
系
な
ど
、
多
様
な
14
分

野
の
内
か
ら
１
学
科
を
専
攻
し
ま
す
。

な
か
で
も
、
戦
史
や
国
防
論
、
戦
略
論

な
ど
は
一
般
大
学
に
は
見
ら
れ
な
い
、

防
衛
大
学
校
な
ら
で
は
の
教
育
科
目
で

す
。
ま
た
、
国
学
生
を
海
外
の
軍
士
官

学
校
へ
派
遣
す
る
留
学
制
度
が
あ
る
ほ

か
、
海
外
留
学
生
・
研
修
生
の
受
け
入

れ
を
行
う
な
ど
積
極
的
な
国
際
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
世
界

に
通
用
す
る
国
防
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

る
防
衛
大
学
校
に
つ
い
て
、
県
出
身
隊

員
の
声
で
紹
介
し
ま
す
。

◇
防
衛
大
学
校
（
理
工
学
専
攻
）

１
年

定
金

朋
哉
（
甲
府
南
高
等
学

校
卒
）

国
際
情
勢
の
不
安
定
化
と
と
も
に
、

宇
宙
分
野
や
サ
イ
バ
ー
領
域
な
ど
、
防

衛
と
い
う
領
域
は
か
つ
て
な
く
拡
大
し
、

そ
の
重
要
性
も
増
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
私
自
身
も
自
衛
隊
の
一
員
と
し
て
日

本
の
平
和
の
維
持
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
、
ま
た
、
単
純
に
自
衛
官
が
か
っ
こ

い
い
と
思
い
入
校
し
ま
し
た
。

防
衛
大
学
校
は
つ
ら
い
場
所
で
も
あ

り
ま
す
が
、
勉
強
す
る
環
境
が
整
え
ら

れ
て
い
る
場
所
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

体
育
会
系
の
集
ま
る
場
所
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
そ
の
実
情
は
、
高
度
な
思

考
力
や
判
断
力
を
持
つ
人
材
を
育
む
学

校
で
す
。
人
間
的
に
大
き
く
成
長
し
た

い
と
思
う
方
は
、
是
非
防
衛
大
学
校
を

進
路
の
選
択
肢
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

◇
防
衛
大
学
校
（
人
文
社
会
科
学
専
攻
）

１
年

横
瀬

も
も
な
（
甲
府
南
高
等

学
校
卒
）

中
学
２
年
生
の
職
場
体
験
で
北
富
士

駐
屯
地
を
訪
れ
た
際
に
女
性
幹
部
候
補

生
の
話
を
聞
い
て
、
私
も
女
性
幹
部
自

衛
官
と
し
て
人
に
安
心
と
希
望
を
与
え

る
存
在
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

な
り
た
い
人
間
に
成
長
す
る
た
め
に
は

国
防
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
心
身
と

も
に
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
防
衛
大
学

校
が
適
し
て
い
る
と
考
え
入
校
し
ま
し

た
。防

衛
大
学
校
の
受
験
を
考
え
て
い
る

方
に
と
っ
て
は
、
試
験
が
一
般
の
大
学

よ
り
も
早
く
焦
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
毎
日
の
学
習
で
着
実
に
目
標

に
近
づ
け
る
と
思
い
ま
す
。
挫
け
ず
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

７
月
17
日
（
土
）
、
防
衛
大
学
校
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
、
山
梨
地
本
か
ら
は
高
校
生
と

そ
の
保
護
者
の
方
合
わ
せ
て
14
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

初
め
に
防
衛
大
学
校
長
の
ウ
ェ
ル
カ

ム
ス
ピ
ー
チ
の
後
、
各
学
部
の
説
明
、

模
擬
授
業
、
学
生
舎
見
学
、
入
試
相
談

会
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
、
感
染

拡
大
防
止
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
校
内
を

見
学
し
ま
し
た
。

模
擬
授
業
で
は
、
防
大
独
自
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
防
衛
学
の
講
義
が
行

わ
れ
、
他
の
大
学
で
は
聞
く
こ
と
が
で

き
な
い
講
義
に
参
加
者
は
興
味
深
く
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
舎
見
学
で
は
、
実
際
に

在
学
生
が
生
活
し
て
い
る
居
室
な
ど
を

見
学
し
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で
生
活
し

て
い
る
の
か
を
見
る
こ
と
で
、
入
校
後

の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
舎
内
で
は
、
模

擬
小
銃
を
使
っ
て
練
習
を
す
る
防
衛
大

学
校
儀
仗
隊
に
接
し
、
防
大
な
ら
で
は

の
活
動
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

更
に
、
図
書
館
内
で
は
受
験
生
の
た
め

に
入
試
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

入
試
相
談
会
に
参
加
し
た
方
か
ら
は

「
防
大
の
講
師
の
方
に
不
安
に
思
っ
て

い
た
入
試
の
こ
と
や
入
校
後
に
ど
ん
な

こ
と
が
勉
強
で
き
る
の
か
を
相
談
が
で

き
て
不
安
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
」
。
と

い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

防
衛
大
学
校
は
、
本
科
を
卒
業
し
、

学
位
授
与
機
構
の
行
う
審
査
に
合
格
す

れ
ば
、
一
般
大
学
と
同
様
に
学
士
の
学

位
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
（
一
次
）

は
、
山
梨
県
内
で
の
受
験
が
可
能
で
人

文
・
社
会
科
学
専
攻
、
理
工
学
専
攻
と

も
に
10
月
27
日
迄
受
付
中
で
す
。

皆
さ
ん
も
陸
上
・
海
上
・
航
空
各
自

衛
隊
の
平
和
を
守
る
リ
ー
ダ
ー
を
目

指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

防
衛
大
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
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７
月
18
日
（
日
）
甲
府
募
集
案
内
所
（
巨

摩
）
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
に
お
い

て
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

広
報
活
動
に
つ
い
て
、
事
前
に
同
店
舗
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
さ
れ
た
こ
と
や
山
梨
地
本

の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
り
、

暑
い
一
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方

に
自
衛
隊
に
ち
な
ん
だ
グ
ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
を

お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
今
年
度
か
ら
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
配
布

を
行
っ
て
い
る
缶
バ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
、

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
見
て
貰
い
に
来
た
」
と
い

う
方
や
「
孫
に
頼
ま
れ
て
き
た
」
と
言
っ
て

受
け
取
る
方
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
自
衛

隊
頑
張
っ
て
」
の
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
隊

員
た
ち
も
広
報
活
動
に
次
第
に
熱
が
入
り
、

予
定
し
て
い
た
時
間
よ
り
も
早
く
配
布
を
終

え
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
今
後
も
県
内
各
地
で
広
報
活

動
を
計
画
し
て
お
り
、
シ
リ
ー
ズ
化
し
た
山

梨
地
本
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
缶
バ
ッ

チ
も
引
き
続
き
配
布
予
定
で
す
。
予
定
が
決

ま
り
次
第
S
N
S
等
で
お
知
せ
致
し
ま
す
。

山
梨
地
本
は
、
７
月
27
日

（
火
）
甲
府
商
工
会
議
所
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
令
和

３
年
度
山
梨
県
自
衛
隊
退
職

者
雇
用
協
力
会
定
期
総
会
を

支
援
す
る
と
と
も
に
同
会
に

本
部
長
が
来
賓
と
し
て
出
席

し
ま
し
た
。

本
協
力
会
は
、
山
梨
県
内

に
就
職
を
希
望
す
る
自
衛
隊

退
職
者
に
対
し
、
就
職
援
護

等
に
つ
い
て
協
力
し
、
県
内

産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
自
衛
隊
の
健
全
な

育
成
維
持
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
平
成
21
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
各
地
か
ら

22
社
23
名
の
企
業
主
等
の
方
々

が
出
席
し
、
総
会
で
は
、
昨

年
度
の
雇
用
協
力
会
の
活
動

に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
る

と
と
も
に
、
今
年
度
の
事
業

計
画
等
の
審
議
が
行
わ
れ
、

退
職
自
衛
官
再
就
職
に
際
す

る
援
助
活
動
の
実
施
、
定
年

退
職
予
定
隊
員
に
対
す
る
企

業
研
修
受
入
等
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
山
梨
地
本

援
護
課
長
よ
り
退
職
自
衛
官

の
再
就
職
状
況
と
予
備
自
衛

官
等
制
度
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
山
梨
地
本
と

し
て
初
開
催
と
な
る
任
期
制

隊
員
合
同
企
業
説
明
会
へ
の

参
加
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
山
梨
地
本
本
部

長
に
よ
る
「
我
が
国
の
防
衛

を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
防
衛
講
話
が
行
わ

れ
、
最
近
の
我
が
国
を
取
り

巻
く
国
際
情
勢
及
び
昨
今
の

自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
の

説
明
に
、
会
員
は
皆
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

総
会
後
、
会
員
の
方
か
ら

は
「
退
職
者
で
よ
い
方
が
い

た
ら
是
非
紹
介
し
て
も
ら
い

た
い
。
」
「
会
と
し
て
更
な

る
会
勢
拡
大
が
必
要
だ
。
」

等
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
、
引
き
続
き

雇
用
協
力
会
に
も
協
力
を
い

た
だ
き
、
拡
大
に
協
力
し
、

山
梨
県
内
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
自
衛
官
に
対
し
て
、
就

職
援
助
が
よ
り
充
実
す
る
よ

う
図
っ
て
参
り
ま
す
。

商業施設における広報活動実施

人
々
の
一
番
近
く
で
平

和
と
安
全
を
守
る
陸
上
自

衛
隊
は
、
様
々
な
装
備
を

持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
、

陸
上
と
い
う
言
葉
か
ら
は

イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
も
の

も
含
め
て
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
陸
上

自
衛
隊
の
活
動
す
る
場
所

に
海
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
陸
上
自
衛
隊
が

運
用
す
る
水
陸
両
用
車
で

あ
る
94
式
水
際
地
雷
敷
設

装
置
を
紹
介
し
ま
す
。

94
式
水
際
地
雷
敷
設
装

置
は
、
海
岸
か
ら
上
陸
す

る
敵
を
阻
止
す
る
た
め
、

陸
地
に
近
い
浅
い
海
域
に

対
舟
艇
用
の
地
雷
原
を
構

成
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ

ま
す
。
浅
い
と
は
い
え
海

で
活
動
す
る
こ
と
か
ら
、

プ
ロ
ペ
ラ
を
備
え
て
お
り
、

海
の
上
を
時
速
11
ｋ
ｍ
で

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
通
常
の
車
両

の
様
に
タ
イ
ヤ
で
走
る
こ

と
も
可
能
で
、
陸
上
で
は

時
速
50
ｋ
ｍ
で
走
れ
ま
す
。

令和３年度山梨県自衛隊退職者雇用協力会定期総会

装備品紹介（９４式水際地雷敷設装置）

予
備
自
１
日
間
訓
練

令
和
３
年
７
月
15
日
（
木
）
山
梨
地

本
は
、
新
た
に
予
備
自
衛
官
と
し
て
採

用
さ
れ
た
１
名
に
対
し
て
予
備
自
衛
官

１
日
間
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
１
日
間
訓
練
」
は
自
衛
隊
を
退
職

し
て
１
年
未
満
で
採
用
さ
れ
た
者
に
対

し
、
仕
事
や
職
場
環
境
に
慣
れ
る
時
間

を
十
分
に
取
り
、
次
年
度
以
降
の
「
５

日
間
訓
練
」
出
頭
に
向
け
て
準
備
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

訓
練
は
辞
令
書
交
付
、
申
告
、
服
務

の
宣
誓
、
本
部
長
訓
示
の
ほ
か
、
国
内

外
情
勢
、
我
が
国
の
防
衛
の
在
り
方
、

自
衛
隊
の
現
状
、
予
備
自
衛
官
の
心
構

え
の
教
育
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
予
備
自
衛
官
か
ら
は
「
予

備
自
衛
官
制
度
に
関
し
て
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
、
次
年
度
以
降

５
日
間
訓
練
に
出
頭
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
。
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

今
後
も
新
規
採
用
の
予
備
自
衛
官
の

方
々
と
の
意
思
疎
通
を
十
分
に
図
り
、

出
頭
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

参
り
ま
す
。


